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観測交通量による熊本地震後の交通分布パターンの逆推計 

 

◯ 熊本大学 学生員 中村豪志 

熊本大学 正会員 溝上章志 

 

1. はじめに 

近年の自然災害が多発し，社会基盤の損傷により通

行止めが発生することで，交通環境に大きな影響を及

ぼしている．早急な補修を行い，いち早く通行止めを

解除することが通常の交通パターンへの復旧につなが

るが，災害規模が大きく，通行止め地点の数が多いと

早期の復旧は困難である．早期の復旧のためには交通

需要の大きい場所から優先的に復旧進めていくべきで

あるが，その場合，災害時の交通需要，特に OD 交通

量を把握することが重要となる． 

そこで本研究では災害時でも継続的に観測が可能な

常時観測交通量を用いて，災害後の交通パターンを把

握する手法を提案する．対象は平成 28 年 4 月 16 日の

熊本地震の被害を受けた熊本都市圏とし，熊本県警の

観測データを用いて，熊本都市圏内の OD 交通量の逆推

計手法を提案する．  

 

2. 車両感知器による交通量の変動 

今回，OD 交通量の逆推計に用いるデータは熊本県警

が熊本市内 38 交差点に設置している車両感知器による

常時観測交通量のデータである．図-1 は 38 交差点にお

ける全方向交通量の合計の前年度比の平均値の推移で

ある．前震から本震にかけて交通量は前年度の 7 割ま

で減少し，5 月中旬になって，徐々に元の状態に戻って

いることがわかる．本研究ではこの交通流動が元の状

態に戻る過程で総トリップ数や OD パターンの変動，お

よび通行止め区間の解除の経緯によって構造的な変化

時点を見つけ，変化時点ごとの OD 交通量を観測交通量

から逆推計することを試みる．  

 本研究においての構造的変化時点の決定には Chow 

Test を使用する．Chow Test では，時系列データを二分

割にし，前半・後半それぞれの回帰モデルの残差を用

いて F 検定を行う．ここでは 38 交差点それぞれにおけ

る方向別交通量の対前年度比データに対する Chow Test

を行い， F 値が最大となる時点を当該交差点の方向別

構造的変化時点とする．これを 38 交差点×全方向の計

127 箇所について Chow Test を実行し，F 値が最大とな

る時点ごとに観測箇所を集計したものが図-2 である． 

F 値の最大が最も多く現れる点を全体の構造変化点と

する．これの操作を時間の経緯に沿って順次，繰り返

す．今回の構造変化点は 4/24 と 5/14 と 5/29 の 3 時点に

なった． 

 

3. 観測交通量による OD 交通量の逆推計方法 

通常 OD 交通量は，起終点調査データから推計される

が，災害直後に起終点調査を行うのは困難であり，全

く不明である．そのため，今回は観測交通量による OD

交通量の逆推計手法によって推計する．用いるモデル

は次式に示すは残差平方和最小化モデルである． 

Min:ܮ ൌ ∑ ൫∑ ∑ ܱ ∙ ௦ ∙ ,௦௦ െ ∗൯ݔ
ଶ

  ∑ ሺܶ ∙  െ ܱሻଶ  

.ݏ ܶ				.ݐ ൌ ܱ


  

 ここで，௦，は，それぞれゾーン rs 間 OD 推移確

率，ゾーン r からの発生確率であり，これらは既存の

OD 交通量から先決する．また道路区間利用率である

,௦も推計時のネットワークに既存の OD 交通量を配

分することによって先決する．したがって，上モデル
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